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流 れ 藻 の 海 藻 学 的 研 究 」V1)

流れ藻調査資料か ら見たホンダワラ類の生長2)

瀬 川 宗 古'.沢 川武男 ・檜垣it三浩 ・一吉田1ぷ生

    Studies on the floating seaweeds -  IV 

Growth of some sargassaceous algae based on 
the material secured from floating seaweeds 

 Sokichi Segawa, Takeo Sawada, Masahiro 
       Higaki and Tadao Yoshida

ホンダワラ類の生長に関する知見は,流 れ藻 の季節的な消長を理解する上に 必要と考え

られるが,潮 間帯の ヒジキ(片 田1941,須 藤1951)を 除き天然群落の直接の調査はこれ

まで報告されていないよ うである.'こ のことは ホンダワラ類の大部分が漸深帯に生育する

ため,そ の継続観察が容易でないことに起因するものであろ う.

筆者等は前述のような観点から,ま ず1957～8年 の流れ藻調査の資料によつて,比 較的

材料の多い6種 類につき調べてみた.以 下それについて報告したい・

本 交に入るに先立ち,本 研究に色 々と便宜を計つて ドさつた 九大水産実験所長内田恵太

郎教授 並びに所員の方々に深謝する.

材 料 及 び 方 法

ここで取扱つたホンダワラ類の 材料は第1報 に報告 した流れ藻調査資料の ・部で,津 屋

崎近海において1957年3月 から1958年3月 までに採集 された材料である・

調査資料の個体の うちから完全なものだけ,す なわち根のあるものをひろい上げた.そ

の他に殆 ど完全なもの,す なわち根の近 くで切れたものもこれに加えた.な お材料の少な

い ものでは非常に長い個体,す なわち主枝で切れたものの うち長めのものも用いた.

体長の測定には折尺を用い,5cm単 位で記録 した.そ れを10cm単 位で まとめて各回

ごとに体長組成をしらべ,そ の周年変化をFigs.1～3に 示した.こ こで黒い部分の幅は

個体数を示 している.

生長を問題 とする場合,重 量ももちろん考慮すべきことであるが,流 れ藻の材料では切

れた部位の違いによつて,そ の重量が甚 しく差 異があ りすぎるので,こ こでは個体の長さ

だけを取 り上げて考察した.

結 果

ヤツマタモ クSargassutr:、patensは流れ藻 として周年出現するものであ り,各 月の体長組

1)九 州大学農学部水産学教室業績,九 州大学農学部付属水産実験所業績.

2)内 容の一部は,日 本水産学会昭和33年 度年会(1958年4刀,東 京)で 発表した・



Fig. 1. Diagram showing the seasonal changes in size composition of two perennial 

 species of Sargassum; the material, collected from floating seaweeds twice a month, 

 was measured in length and the number of individuals was expressed in the figure 

 by the width of each column. No significant interval will be noticed in two species 

 between the time of fruiting and the appearance of young individuals.

成 をFig,1に 示 す,す なわ ち,8月 頃 に50cmく らい の茅1い個 体 が 現 わ れ は じめ2～3月

まで に1～2mく らい まで 生 長 し,そ の後 生 長 は一 応止まる か また は 非 常 に ゆ るや か に な

り,4～5月 に 生 殖器 床 が で き,7月 頃 まで に 凋落 す る もの の よ うで あ る.本 種 は1mく ら

い に な る と され て い る が,筆 者 等 の1958年1月12日 の採集 品 に は,6.7mに 及 ぶ ものが あ

つ た.

ノ コギ リモ クSargassumserratifolircmはFig.1に 見 られ る よ うに 周年 流 れ 藻 とし て出

現 す る 多年 生 ホ ン ダ ワ ラ類 で あ る.50cmば か りの 若 い 個 体 が流 れ藻 と して現 わ れ た のは



Fig. 2. The same diagram as Fig. 1 for perennial S. tortile and annual S.  horned. 
The same time interval for the former species will be noted similar to that 

  shown in Fig. 1, but for the latter extended as long as nearly three months.

9月 で,翌 年3月 頃 ま で に1～4mく らい に生 長 し,7～8月 の最 も多 く出 現 す る時期 を境

と して 凋落 す る もの と考 え られ る.採 集 品中 最 大 の も のは5.5mで あ つ た.

ヨレモ クSargassu〃1tortile(Fig.2)は 夏 か ら初 春 に か け て 流 れ 藻 に現 わ れ る.若 い個

体,す な わ ち50crnば か りの もの が現 われ は じめ る のは7～8月 で,1月 頃 まで に1～1.5

mく らい に な り,そ こで成 熟 し,程 な く凋 落 して しま うもの ら しい.ふ つ う2mく らい に

達 す る もの と され て い る が,3.05mに 達 す る もの が あ つた.

ア カモ クSargassumhnrneriは第1報(瀬 川 ・沢 田 ・檜 垣 ・吉 田1959a)に 示 し た よ う

に,冬 か ら春 の 終 りに か け て大 量 に流 れ 藻 にな る一・年 生 の ホ ンダ ワラ類 で あ る.Fig.2に



Fig. 3. The same diagram as Fig. 1 for annuals S. fulvellum and perennial 
 Cystophyllum sisymbrioides. The similar time interval will be noticed for 

 the former species as for  S.  horneri (also annual), but the C. sisymbrioides, 
 perennial form, tends to show the extended interval as in annual species 

 of S. horneri and S. fulvellum.

見 られ る よ うに,8～9月 に そ の若 い50cm内 外 の個 体 が 少 し現 われ 始 め,冬 の終 りに通

常3～5mに 達 し,3～5月 に成 熟 凋落 す る もの で あ る.筆 粁 等 の採 集 品 中,最 も長 い も

のは8.4mで あ り,流 れ 藻 とし て採 集 した20種 近 くの ホ ン ダ ワ ラ類 の 中 で(第1報),最

も大 き くな る と考 え られ る もの は本 種 で あ る.

ホ ン ダ ワ ラ 翫r8α ∬卿 ル1γ8"〃叫 まア カモ ク と殆 ど同 時 期 に,相 当景 流 れ 藻 に 出現 す る・一

年 生 の ホ ンダ ワラ類 で あ る.7～8月 に若 い個 体 が 出現 しは じめ,1月 の上 旬 頃 まで に,ふ

っ う2mく らい とな り成熟 し,4月 の終 りには 凋 落 す る.測 定 材 料 中最 大 の ものは4.2mで



あ つ た(Fig.3).

ジョ ロモ クCystophyllumsisymbrioidesも 冬 季,春 季 に 大 量 に 出現 す る 多年 生 ホ ンダ ワ

ラ類 の 一種 で あ る.6～7月 に は す つ か り凋落 し,図 に もあ る如 く11月 初 句 に は1m弱 の

ものが 見 られ る よ うにな り,2月 頃 に一 応 伸 長 を終 り成 熟 期 に 入 る と老 え られ る.い つ ば ん

に2mく らい に な る と され てい るが,5.7mに 達 す る ものが あ つ た(Fig.3)。

考 察

こ こで 用 い た 材 料 は 津 屋 崎付 近 で流 れ 藻 と して得 られ た もの で,第1報 です で に 述 べ た

よ うに,こ れ らのホンダワラ 類 の個 体 は,お そ ら く津 屋 崎 を 中心 と した 九 州北 部 海 域 の各

所 の群 落 の もの が,混 在 して い る と考 え られ る.こ のた め,こ こに 述 べ た結 果 は,こ れ ら

九州北 部 海 域 の 広 い 範 囲 の 群 落 のホンダワラ 類 の 生長 に 関 して,平 均 的 な 傾 向 を 示 して い

る もの で あ ろ う.

ホ ン ダワ ラ類 が 流 れ藻 と して 川現 す る のは,こ こで 扱 つ た す べ て の 種 で 約0.5m以 上 の

もので あつ た.こ の こ とは発 育 の初期 の 個体 に浮 上 の原 因 とな る気 胞 の 発 達 が 乏 しい こ と

と,第1報 ・第3報(瀬 川 ・沢 田 ・檜垣 ・古 田1959a,b)で す で に述 べ た よ うに,流 れ 藻

の形 成 は 機 械 的 に 切 り離 さオtたもの が 大 部分 と考 え られ る の で,・ 定 の 大 き さに な る ま で

は この よ うな 機 械 力 が,強 く作 用 せ ぬ た め と考 え る こ とが で き る.そ れ で0.5m↓ 丈 ドの初

期 発 育 につ い ては,流 れ 藻 材 料 か らは 資 料 が 得 られ な か つ た が,0.5mL/.上 の もの に つ い

て は相 当程 度 も との個 体 群 を代 表 す る もの と して,考 え る こ とが で き る と思 う.

流 れ 藻 材 料 か ら生 長 状 態 を 観 察 してみ る と,変 異の 幅 は 大 き い が ・般 にS字 状 の 曲線 に

あ ては ま る よ うに 思 わ れ る.

そ してホンダワラ,ア カモ クで は 個 体 の 伸長 が 上る ころ に成 熟 期 に入 り,そ の他 の4種

で は 伸 長 が止 つ て か ら生 殖器 床 が発 達 す る ま で に少 し期 間 が あ る よ うで あ る.

これ ら各 種 の 成熟 期 に関 しては 第3報(瀬 川 ・沢 田 ・檜 垣 ・吉 田1959b)で 述 べ た が,

これ と流 れ 藻 の 若 い 個 体 出現:期 とを比 較 してみ る と,多 年 生 の ジョ ロモ ク,一 年 生 の ア カ

モ ク,ホ ン ダ ワ ラで は 成 熟期 と この 出現 期 との間 に約3ヵ 月の 期 間 が あ る.・ 方 多年 生 の

ヤツマタモ ク,ノ コギ リモ ク,ヨ レモ クで は そ の差 が 少 な い 。

これ は ジョ ロモ クを除 け ば,・ ・年 生 ホ ン ダ ワ ラ類 で は そ の よ うな長 い期 間 を経 過 した 後,

流 れ 藻 と して 出現 す る程 度 の 大 き さ に達 す る もの で あ る と考 え られ,多 年 生 ホ ンダ ワ ラ類

で は 生 殖 器 官 が 成 熟 す る 頃 には 次 代 の若 い 伎 が発 達 しは じめ て い る とい う事実 か ら説 明 で

き る.ジ ョ ロモ クに つ い て は 更 に検 討 の余 地 が あ る.

次 にホンダワラ 類 の 各 種 の大 き さにつ い て,遠 藤(1907)お よび 岡 村(1936)の 記 載 と

今 回得 られ た 結 果 を 比 較 す る と,両 者 の 間 に相 当 大 き く違 うもの が あ る.こ こで筆 者 等 が

測 定 した もの の うち,最 も長 い もの の例 を 遠 藤 ・岡 村 の 記 述 と 比 較 す る と第1表 の よ うに

な る.

要 結

本 報 に お い ては津屋崎 付 近 の流 れ 藻 調 査 の資 料 に基 づ い て,ホンダワラ 類 の生 長 につ い



Table 1. Size of individual in the major species of Sargassaceous algae.

て取 扱 つ た.

そ の資 料 は 第1報 と同 じ1957年3月 か ら1958年3月 に 至 る 月次 調 査 の もの で あ る.

こ こに と りあ げ たホンダワラ 類 の種 類 は,こ の海 域 で 流 れ 藻 と して 重 要 な ヤ ツマ タモ ク ・

ノ コギ リモ ク ・ヨレモ ク ・ア カモ ク ・ホ ン ダ ワ ラ ・ジョロ モ クの6種 で あ る.

生 長 曲線 は これ ら6種 を通 じ てS字 形 で あ る.

た だ し0.5rn以 下 の も のは 流 れ 藻 と して,殆 ど出現 しな い.

成熟 期 と,こ の短 い個 体 の 出現 期 との間 隔 は1年 生 の ア カモ ク ・ホ ン ダ ワ ラで は,3ヵ 月

の期 間 が あ り,多 年 生 の もので は 多 くそ の間 隔 が 短 い.

以 上 得 られ た 結 果 は そ の資 料 とな つ た 流 れ 藻 の起 原 と思 わ れ る 九 州北 部 海 域 の天然 群 落

の ホ ンダ ワラ類 の生 育 状 態 と,お そ ら く似 た もの で あ ろ う.
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                               Summary 

   The sargassaceous algae, with their usual habitat in the sublittoral zone 

where only infrequent studies have been made possible, are not well known on 

their process of growth. The present article contains some analytical studies 

on the subject based on the material secured from floating seaweeds collected 

monthly in the water near northern Kyushu lasting about one year from March, 

1957. The major species found floating and dealt with here number 6 species :



Sargassum patens, S. serratifolium, S. tortile, S. horneri, S.  fullvellum, Cystophyllum si-

symbrioides. 

   The growth curve demonstrated by all the 6 species is sigmoid in shape 

but the study was not made possible to include young individuals measuring 

less than 0.5 m in length, which are not occurred in the floating material. 

   For the annual species, such as S. horneri and S. fulvellum, there is about 

three-month-interval between the fruiting period and the occurrence of indivi-

dual of the small size above mentioned (0.5 m in length), but for the perennial 

species the same interval is found usually shorter. 

   Other items as to the growth of each species are shown in the following 

table.

   The process of growth thus observed on the present material may be simi-

lar to that of sargassaceous algae growing on the coast of northern Kyushu, 

where the floating seaweeds probably originate.


